
　　生活に与える影響

　外環については、整備しない場合、高架構造で整備した場合、３JC
　T+5ICを地下構造で整備した場合、３JCT+０ICを地下構造で整備し
　た場合などいくつかのケ－スが想定されます。
　ここでは、生活への影響がどの程度のものかを考えるため、想定され
　る複数のケ－スのうち高架構造で整備した場合、地下構造で整備した
　場合について、影響の程度が分かるよう資料を情報提供いたします。

ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ、ｲﾝﾀｰﾁｪﾝｼﾞ部での地域分断の可能性

　地域の分断など、地域コミュニティへの影響が生じるおそれがある
　と考えています。
　高速道路と接続するジャンクション、一般道路と接続するインター
　チェンジは地上に設置するため、ジャンクションやインターチェン
　ジ部分は地上から開削して工事することになります。

地域分断

・この図は、影響を少なくなるように構造を想定した
　場合の概略のものです。
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